
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

一

二

五

号

内
閣
衆
質
一
七
六
第
一
二
五
号

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

仙

谷

由

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
副
会
長
へ
の
「
裏
下
り
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
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。



衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
副
会
長
へ
の
「
裏
下
り
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

「
裏
下
り
」
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
定
義
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
府
省
庁
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
の
事

実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
事
実
上
の
天
下
り
あ
っ
せ
ん
慣
行
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
抱
か
せ
る
よ
う

な
退
職
し
た
公
務
員
の
再
就
職
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
仙
谷
内
閣
官
房
長
官
の
答
弁
は
、
昨
年
十
一
月
の
「
副
会
長
ポ
ス
ト
」
へ
の
再
就
職
が
国
民
の
疑
念
を
招
い
た

と
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
昨
年
十
一
月
の
「
副
会
長
ポ
ス
ト
」
へ
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
日

内
閣
衆
質
一
七
三
第
七
三
号
）
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
の
「
副
会
長
ポ
ス
ト
」
へ
の
再
就
職
に
つ
い
て
は
、
金
融
庁
に
お
い
て
、
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
（

一



以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
特
例
社
団
法
人
を
所
管
す
る
立
場
か
ら
、
事
実
関
係
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
協
会
に
よ
る
と
、
前
任
者
か
ら
紹
介
さ
れ
、
協
会
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
最
適
任
者
と
判
断
し
て
就
任
を
要
請

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
再
就
職
等
規
制
に
抵
触
す
る
疑
い
の
あ
る
具
体
的
な
事
実
が
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
現

時
点
で
は
、
更
に
調
査
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、
協
会
に
よ
る
と
、
昨
年
十
一
月
に
就
任
し
た
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
識
見
・
人
格
と
も
申
し
分
な
く
、
最
適
任
者

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
何
ら
か
の
措
置
を
採
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

六
に
つ
い
て

「
裏
下
り
」
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
退
職
し
た
公
務
員
が
、
同
一
府
省
庁
出
身

者
が
何
代
に
も
わ
た
っ
て
占
め
て
き
た
特
定
の
団
体
等
の
ポ
ス
ト
に
再
就
職
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
府
省
庁
の
当
該

団
体
等
に
対
す
る
行
政
上
の
権
限
、
契
約
、
補
助
金
等
の
関
係
及
び
当
該
再
就
職
の
経
緯
に
つ
い
て
精
査
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
総
務
省
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
公
務
員
の

再
就
職
に
つ
い
て
は
、
府
省
庁
に
よ
る
再
就
職
あ
っ
せ
ん
の
禁
止
、
政
府
関
連
公
益
法
人
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
独
立
行
政

二



法
人
の
役
員
ポ
ス
ト
の
公
募
、
独
立
行
政
法
人
自
体
の
抜
本
的
見
直
し
等
を
通
じ
、
適
正
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

三


